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                                           募集要項は次頁に掲載してあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年１０月２日（日） 
壬生野小学校体育館 
午前９時 ～ 午後３時 

地域住民の優れた作品を広く住民に公開し、芸術・文化活動について 
理解を深め、壬生野地域における文化の継承と創造、地域文化の向上を 
図ることを目的としています。 

 

地震体験車による激震体験。 消火器訓練。 

壬生野小学校グラウントにて、当日午後１時 

から午後 3 時頃を予定しています。 

第73号 

壬生野地域まちづくり協議会 

〒519-1424 伊賀市川東 4539 番地の 4 

壬生野地区市民センター内 

Tel：(45)8900 ・ Fax：(45)8901 

E-mail  tokimeki@ict.ne.jp  

URL  http://www.mibuno.net 

出展作品募集 
開始 

地震体験車 消火器訓練 
特設コーナ設置 
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地域デイサービスセンター山畑『しらふじの里』で

は、第七回の「しらふじの里夏祭り」が催されました。 

催されたのは、8月１８、１９日、22 日、23 日、24日 

の５日間でした。これは、日替わりでこの施設を利用 

される方への配慮で、この間いろいろな催しが行わ

れました。 

小誌がお邪魔した日は、午前中に入浴サービスを受けた後、施設の近所の子どもたちがお手伝いしてオード

ブルを作り、美味しく召し上がっていただきました。また、そうめん流しも行われ、屋外でいただくことで一層の美

味しさが増したようです。午後からは、施設応援者の方による日本舞踊や紙芝居が披露され、子ども達による寸 

地域が支えるぬくもりの館 デイサービスセンター山畑 しらふじの里 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

劇も行われ、施設利用者の皆さんから大きな笑い声、笑顔が続き、時の経つのもあっという間でした。さらに盆踊

りやゲーム大会があり、残暑厳しい夏の一日を暑さ忘れて過ごされていました。 

この地域デイサービスセンター山畑は、通所介護及び介護予防通所介護のサービス事業を行っている施設で

すが、施設の職員さんに加え、地域の人々、子ども達がボランティアとして支え、地域一体となった活動をされて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 
 
 

 

編 集 後 記 

昨年に続き猛暑となり熱中症の心配と、加えて節電が叫ばれた大変な夏となりましたが、ようやく秋を感じる今日この

頃となりました。この時期となりますと恒例の「壬生野まつり」への準備となり、まちづくり協議会の各実行委員会及び出

展を予定されている皆様には何かとあわただしくなるのではないでしょうか。マンネリ感もぬぐいきれないところですが、

少しでも工夫を凝らすよう努力していきます。多くの皆様のご来場と盛大なお祭りとなることを願っています。 

◇◇◇◇ ご意見・お問い合わせ・投稿は、下記までお寄せ下さい。 ◇◇◇◇ 

壬生野地域まちづくり協議会広聴広報実行委員会  TEL：45－8900 
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震災被災地の子ども達を受け入れました。 

ヤマギシ春日山実顕地では、震災後、宮城県石巻市で「１００日間炊き出し」をやってきました。このたび、石巻

の子ども達を夏休みに春日山実顕地に招待しようと「石巻ワクワク合宿」を計画し、１０人の子ども達を受け入れま

した。 

８月１６日から２０日までの５日間という短い期間でしたが、まだまだ周囲が瓦礫
が れ き

でいっぱいの石巻市から離れ 

て、緑いっぱいの空気の中で暮らせたことだけでも、子ども達は満足した様子でした。 

春日山の宿舎に入った途端、『この部屋の壁には、タンスや戸棚など倒れてくるものが何もない。』と喜んで大

の字に寝たのが印象的でした。この夏は海にも行けず、学校のプールも壊れて使えず、一度も泳いだことがなく、

ウェルサンピア伊賀のプールや白藤滝で川遊びができたことも子ども達は大喜びでした。 

初めてみた牛の出産、子豚を抱っこしたこと、温かかった鶏の卵、ぶどう狩り、パン作りをしたこと、花火大会、

お誕生日会などなど子供達の瞳が日に日に輝いてくる 

のが分かりました。また忍者屋敷に行って忍者の実演を 

見たり、手裏剣
し ゅ り け ん

体験したことも心に残っているようでした。 

『まだ帰りたくない、もう少しここで暮らしたい。』 

『来年は１０泊で来たいからよろしく。』 

『小学校の友達も一緒に来れたら良かったなあ。』 

『帰ったら友達に自慢してあげるんだ。』 

『冬休みも来たい。』 

『今度来る時はたくさん友達を連れて来るからね。』 

子ども達にたくさんの感想をいただきました。 

ワクワク合宿の期間にも、石巻市では震度５の地震が 

あり、津波注意報が出されたことを、子ども達は家族から 

のメールで知りました。一時も休まることのない生活から、 

思いっきり遊べた５日間は、子ども達にとってとても充実 

していたように感じました。 

これからも震災被災地の子ども達が、遊びに来ること 

ができる企画を立てていくつもりです。 

 

 

 

 

みなさん真剣!!   

パソコン教室やってます。 
 

２年ぶりとなるパソコン教室ですが、今回は、Ｗｏｒｄについては、市中で行われ

ているパソコン検定の模擬試験に沿って、いろいろな文書構成方法を学んでい

ただいています。また、Ｅｘｃｅｌは、市から配布がありました「環境家計簿」をサン

プルに表計算、関数活用、グラフ作りなどを進めています。 

 受講されている方々からは、『そんなやり方があったのか、知らなかったなぁ。』 

 

 

 

『これまでの疑問が解けて

よかった。』などといったお

声が聞けて、開催してよか

ったなぁと思っています。 
                   
た 【教育文化実行委員会】 
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平成 2３年度 壬生野まつり・作品募集要項 

☆募集作品 

 種          類 展 示 場 所 

① 絵画・写真 

壬生野小学校 体育館 

② 短歌・俳句・川柳・詩 

③ 生け花 

④ 盆栽 

⑤ 工芸 

⑥ 書道・墨絵・パッチワーク・手芸 

⑦ 保育園児の部・小学生の部・中学生の部 

⑧ 壬生野地区をテーマとした作品の部 

☆募集要領 

1. 出品者資格  壬生野地区に在住する者又は職を有する者で年齢は問いません。 

2. 出品作品規定  

（1）絵画は、額縁をつけて下さい。 

（2）写真は四ツ切以上全紙までとし、台紙や額に入れ、壁にかけられるようにして下さい。 

（3）短歌・俳句・川柳・詩は、色紙・短冊等にして台紙をつけ、壁に掛けられるようにして下さい。 

（4）書道は、枠張り又は、条幅及び屏風・巻物とし、仮表具でも可とします。 

（5）生け花は、できましたら流派名をお書き下さい。 

（6）工芸は、特に規定はありません。 

（7）その他の部門は、特に規定はありません。 

（8）出品作品は、自作のものとします。 

3. 出品作品の申込書は９月２２日(木)までに壬生野地区市民センター又は各区長まで提出して下さい。 

4. 出品作品の搬入及び搬出 

搬入場所は壬生野小学校体育館です。必ず本人の責任において行ってください。 

（1）搬入の期日  平成２３年１０月１日（土）午後４時から午後５時までの間 

（2）搬出の期日  平成２３年１０月２日（日）午後３時から午後４時までの間 

（3）その他          

  ①搬入の場合は、必す受付において所定の預り証を提出して下さい。 

  ②搬入・搬出等に要する経費は、出品者の負担とします。 

  ③出品作品には、必ず所定の出品票をつけて下さい。 

5. その他 

（1）出品作品の保管は、期間中主催者において最善の配慮をしますが、やむを得ない事由による破損・

損害等については、その責任は負いません。 

（2）出品者は、作品の陳列配置等について異議を申し立てることはご遠慮ください。 

（3）搬出期限以降の作品の保管については、主催者は責任を負いません。 

（4）申込書の必要な方は、壬生野地区市民センターまで取りにお越し下さい。 

（5）そのほか、展示会についてのお問い合わせ等は、 壬生野地区市民センター事務局(電話 45－

8900)までご連絡下さい。 


